
質問

・スマートシティ構想やデジタル化について

の考えについて



【事前質問回答】 宝塚市議会報告会 令和４年１⽉２９⽇開催

ICT 等の新技術

＋

マネジメントの高度化

諸課題の解決

＋

新たな価値を創出
持続可能な都市

・スマートシティとは

「変革と協働」

宝塚市行財政経営方針

デジタル化より変革を

市民にとっての変化

デジタル化は手段

目的は豊かさの実感

・宝塚市の取り組み

 宝塚市は、2040年以降の社会を見据えて、「変革と協働」をキーワードとした宝塚市行財政経営方針を策定し、取り組

みを進めているが、スマートシティという言葉は用いていない。

 「スマートシティというシステムを構築すること」より「市民が日々の暮らしの中で、豊かさを実感できる、そういう

価値を創造すること」に重点を置いているから。

 「デジタル化することに重点が置かれるのではなく、これまでの構造や行動が変革されることに重点が置かれるべき」

「市民にとって、何がどのように良くなったのかという問いに対する答えこそが成果」という意見を、全会一致で決議。

 スマートシティやDXなど、デジタル化を進めることは積極的に行う予定だが、それはあくまで手段。

 市民が「良くなった」と実感できる変化こそが、目的であり成果であるとの思いを持って、取り組みを進めている。
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